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研究背景
緊急地震速報(以下:警報)とは？
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2007年10月1日から気象庁により一般運用開始
震度4以上が予測される地点で警報が発令

報知音は携帯電話とその他媒体で異なる

・警報に対して過度なストレスや恐怖を感じる人が多数
・発令後に適切な回避行動ができない人もいる

警報発令直後のツイッターより警報の発令回数と的中回数

現状の課題

警報と予報の2種類が存在
今回扱うのは携帯電話の警報
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2．研究目的

5

②新しい警報を提案
・警報に対するアンケート結果をもとに改良案を作成

①現在の警報の問題点洗い出し
・音に関する感想はあくまで感覚論

➡警報の音やアナウンスに関する定量的評価が必要

音やアナウンスの感想を
定量評価したものはない

・警報に対する過度なストレスの低減
・住民の適切な回避行動を促進



警報の2つの問題点
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1つ目: 報知音
(例)怖い、パニック、ストレス

警報に対する恐怖感、回避行動遅れ

引用：2013年度PBL演習，緊急地震速報との現実的な向き合い方

2つ目: アナウンス
(例)何をすればいいか分からない、誤った行動

2．研究目的



2つの解決アプローチ
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1つ目: 報知音
音の変更、鳴らし方の改善

2つ目: アナウンス
具体的対処方法の指示、声質の変更、地震情報の追加

2．研究目的
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分析フロー
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②アンケート調査と聴音実験(1回目)実施

④アンケート調査と聴音実験(2回目)実施

①アンケート、警報のサンプル作成

③集計および警報の改良

⑤最適な警報の検討

3．分析手法



3．分析手法

10

実験目的
・現行警報の改善点調査、新しい警報の作成
→迅速・適切な回避行動、死傷者減少

参加者 インターネット上で呼び掛けた20代～50代までの男女

実験内容
音声入りアンケート調査
(オンライン：Google form)

アンケートを各2回実施



アンケートを使用した分析
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アンケート用紙

Q1. 警報に対するイメージ

① 緊急性を感じる
② 不快感、不安感
③ 騒音下でも聞き取れる
④ 軽度の聴覚障碍者でも聞こえる
⑤ どこかで聞いた音に似ていない

Q2. 現行警報と、新警報の比較

(自由回答)

現行警報の
改善点を調査

新しい
警報の作成

※Google formを使用

3．分析手法
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4.1 第1回アンケート結果
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回答期限：7月20日～8月3日
回答総数：116件

概要：報知音・アナウンス改善のための事前調査

以下の2つを調べる
・警報の報知音とアナウンスの問題点の有無及び詳細
・アナウンスに用いる声・話し方

4.分析結果



警報を聞いた後最初にとる行動
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・31％が情報収集を行っている（回避行動をとっていない）

4.分析結果

情報収集を行う人

何もしない人
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情報収集を行う人について
情報収集を行う媒体(36人) 確認する情報(36人)

・SNSを利用する人が多数
・詳細情報を確認する人が多い

「携帯の警報」を対象、地震の詳細を伝えることで
情報収集を行う人を減らせる可能性

4.分析結果



警報の改善について
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・半数以上の人が改善の必要があると回答
・音の種類、アナウンス、音の鳴る基準等に改善の必要性
・人によって改善点は異なる

緊急地震速報の改善点 (65件)(複数選択可)

音の種類(音量等含め)を変更し、警報の改善を行う
複数の報知音を提案し、選べるようにする

改善が必要かどうか(116人)

4.分析結果



アナウンスに関する質問
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4.分析結果

地震が来ること(報知音) → 震度 → 震源 → 回避行動指示
の順番で情報を伝える



アナウンスについて
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男性の声 女性の声 どの声が一番ふさわしいか

アナウンスは「男性」の「聞き取りやすい音声」で作成

4.分析結果

・男女ともに、聞き取りやすい音声
・男性の声が最適



4.2 第2回アンケート結果
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回答期限：8月17日～9月3日
回答総数：41件

概要：実際に新規警報が実用された場合の
(現在と比較した)改善効果を定量的に評価

新規報知音案として
①新しく用意した音（2種）
②現行報知音をフェードイン・フェードアウトさせたもの（2種）
の計4種用意

4.分析結果
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SNSで情報確認する必要が低減
回避行動に移る可能性向上

アナウンス内容について
アナウンス内容に望むもの

4.分析結果

・「最大震度＋震源地」の情報を付随するのが最適



改善がいる

改善効果が
ある・ない

改善が
いる・いらない

改善効果が
ある・ない

ないある ある

：41人

( 6人 )( １人 )( ７人 )
（高7人：低0人）

( 6人 )
（イン5人：アウト1人）

：22人

改善がいらない ：19人Q.適切な行動をとれると思う音はどれ？
・新規作成音(高音)
・新規作成音(低音)
・フェードイン(だんだん大きく)
・フェードアウト(だんだん小さく)・いずれも不適

いずれも不適
(改善点はある)：2人

音の種類変更
(新規作成音)：8人

「改善が必要」
半数以上

音の鳴り方変更
(フェードイン・アウト)：12人

ない

改善がいる側4.分析結果

２７



改善がいる

改善効果が
ある・ない

改善が
いる・いらない

改善効果が
ある・ない

：41人

( 9人 )( １人 )( 0人 ) ( 6人 )
（イン5人：アウト1人）

：22人

改善がいらない ：19人

Q.適切な行動をとれると思う音はどれ？
・新規作成音(高音)
・新規作成音(低音)
・フェードイン(だんだん大きく)
・フェードアウト(だんだん小さく)・いずれも不適

いずれも不適
(改善点なし)：3人

(→1＋9＋3＝13人)

音の種類変更
(新規作成音)：1人

音の鳴り方変更
(フェードイン・アウト)：15人

改善がいらない側

ある あるない ない
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4.分析結果



改善がいる

改善効果が
ある・ない

改善が
いる・いらない

改善効果が
ある・ない

ないある ある

新規作成音(高音)・・・高い音の方が、ひょうきんで恐怖感が弱まる
フェードイン・・・突然鳴ることによる動揺・過度なストレスを軽減

(41人)

( 15人 )( 2人 )( 7人 )
（高7人：低0人）

( 12人 )
（イン10人：アウト2人）

(22人) 改善がいらない (19人)

音の種類変更
(新規作成音)：9人

音の鳴り方変更
(フェードイン・アウト)：27人

ない

全体像
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4.分析結果

いずれも不適
(改善点はある)：5人

(→13人)



改善がいる

改善効果が
ある・ない

改善が
いる・いらない

改善効果が
ある・ない

ないある ある

報知音に対する適合度：
𝟏𝟗

𝟒𝟏
→

𝟑𝟎(=𝟕+𝟏𝟎+𝟏𝟑)

𝟒𝟏

(46.3％→73.2％)

(41人)

( 15人 )( 2人 )( 7人 )
（高7人：低0人）

( 12人 )
（イン10人：アウト2人）

(22人) 改善がいらない (19人)

いずれも不適
(改善点はある)：5人

(→13人)

音の種類変更
(新規作成音)：9人

音の鳴り方変更
(フェードイン・アウト)：27人

ない

全体像

24

4.分析結果

現行報知音

フェードイン新規作成音(高音)
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第1回アンケートまとめ
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＜警報に関する問題点＞
・警報を聞いて回避行動を取らない人が一定数いる
・警報に改善が必要だと思っている人が一定数いる

＜報知音について＞
・改善点は人によって異なる(音の種類、音量、鳴る基準など)

複数の報知音を提案し、選択できるようにする

＜アナウンスについて＞
・警報を聞いて情報収集を行う人が全体の3割
・アナウンスに地震情報を加えてほしい人が多数

アナウンスで地震情報を知らせる
・「男性」の「聞き取りやすい口調」で作成

5.考察・まとめ



第2回アンケート結果まとめ

• アンケート回答者の半数が「警報に改善が必要」

• 今回提案した音を報知音に加えた場合、報知音に対する適合度は
5割以下から7割以上に上昇した

5.考察・まとめ

提案した音は現行警報の問題を解消するために有効



５．考察・まとめ
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報知音

より多くの人が過度なストレスを受けずに
回避行動を行える可能性が示唆

アナウンス

・新規作成音(高音)
・フェードイン(だんだん大きく)
・現行報知音

の3つを採用

・男性の声、聞き取りやすい口調
・震度、震源情報を追加

利用者が報知音を選択できた場合
全体の適合度が46.3％から73.2％に上昇

地震の詳細情報を正確に伝えることで
回避行動とらない人のうち
SNSで確認する人(64％)を減らす可能性

現行警報の抱える問題点を調査し、それらを要素ごとに改善して新しい警報を提案
改善効果を定量的に評価および検討することで、新警報による死傷者減少の有効性を示す

研究目的
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6．今後の課題
＜調査・研究上の課題＞
・アナウンスが変更されたことによる行動変化の定量的分析

→アンケートの実施
・新規作成音(高音)は睡眠時には不適な可能性がある

→深夜は別の音に切り替える
・アナウンスの口調(丁寧形、命令形など)

→アンケート実施
・複数の警報が同時に鳴る事への影響

→聴音実験等で調べる

＜社会的な課題＞
・震度情報は、最大震度よりも地点(利用者)ごとの予測震度が求められている

→技術開発、通信速度・処理能力向上
・警報の発令基準の見直し(震度5弱以上観測された場合に震度4以上の地点で発令)

→構造物の耐震性評価、地震を体験してもらっての感想収集？
→鳴りすぎ防止
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ご清聴ありがとうございました

32


